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要約 

本稿の目的とされているのは、ホテルの立地展開に関して理論的に検討すること、また、

重回帰分析を用いて稼働率を規定する要因を抽出し、先の理論的枠組みを検証するととも

に、近年のホテルの立地展開を分析することである。 

ホテルの立地展開に関し検討した結果、差額地代を生ずる要因（ここでは施設の位置と観

光資源の差異）が、資本の回転、稼働率及び利潤率の空間的偏差の主要因であることが明ら

かになった。これは同時に、ホテルの立地展開を規定する主たる空間的要因になっている。  

次に、重回帰分析を用いて稼働率を規定する要因を抽出し、理論的枠組みを検証した結果、

距離、人口規模と観光資源とがホテルの稼働率を規定する要因となっていることが確認さ

れた。しかし、これらはホテルの立地展開を規定する要因としては十分ではなかった。需給

バランスにあっていないホテルの新規立地が相当数を占めていた。 

 

感想 

 来年度の論文に関して、ホテルの稼働率に関する論文を執筆したいと考えているので、先

行研究として非常に役立つ論文であった。ホテルの稼働率、利潤率の差は、観光資源の差か

ら生まれるということは、ホテル側と観光資源側との協力関係がどのように影響するかを

実験的に検証してみても面白いのではないかと考えた。 


